
2025年 5月20日

発　行：日本共産党高槻市会議員団　きよた純子　
連絡先：議員団控室（市役所内）　
　　　　TEL072 - 674 - 7230　FAX072 - 674 - 3202　

No.139６月号６月号

公
的
支
援
充
実
が
必
要

公
的
支
援
充
実
が
必
要

地域共生ステーション（川添１丁目）地域共生ステーション（川添１丁目）
についてについて

お
い
て
生
き
が
い
や
希
望

を
も
ち
、
安
心
し
て
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

地
域
社
会
を
つ
く
る
観
点

か
ら
整
備
を
進
め
る
」
と

説
明
を
し
て
い
ま
す
。
大

屋
根
広
場
や
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
広
場
、
地
域
共
生
セ

ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
内
に
は
カ
フ
ェ・

ベ
ー
カ
リ
ー
や
み
ん
な
の

居
場
所
と
し
て

交
流
・
休
憩
が

で
き
る
空
間
、

困
り
ご
と
の
相

談
が
で
き
る

ブ
ー
ス
、
貸
室

も
で
き
ま
す
。

　
地
域
共
生
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
公
園
や
施
設
の
建

設
、
運
営
を
一
体
で
民
間

に
ゆ
だ
ね
る
手
法
を
採
用

し
、
整
備
が
す
す
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
２
０
２
９
年

度
、
運
営
開
始
を
目
指
し

て
い
ま
す
（
今
年
10
月
に

事
業
者
選
定
の
予
定
）。

　
高
槻
市
は
「
あ
ら
ゆ
る

世
代
が
、
障
が
い
の
有
無

等
に
関
わ
ら
ず
、
地
域
に

屋外と屋内施設の内容
屋外
■大屋根広場
■インクルーシブ広場
■屋根付きテラス
■バスロータリー
■駐輪場（１２５台以上）、駐車場（６０台
以上）など

屋内
■貸室
■キッチンスタジオ・クラフトルーム
■多目的ホール・多目的スタジオ
■ギャラリー・ショップ
■みんなの居場所：交流・休憩できる空間、自
習スペース、困りごとを相談できるブース

■生活利便施設；カフェ・ベーカリーや物販
施設（障害者雇用）など

　
高
槻
市
は
「
市
民
な
ど

の
関
係
者
、
運
営
事
業
者

が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域

共
生
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の

活
動
を
考
え
、
実
践
し
て

い
く
」
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
障
害
者
、
高
齢

者
本
人
や
ケ
ア
し
て
い
る

人
が
「
地
域
共
生
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
行
け
ば
交
流
・

相
談
が
で
き
、
問
題
が
解

決
で
き
る
」
な
ど
、
具
体

的
な
新
し
い
支
援
策
は
見

え
て
き
ま
せ
ん
。

　

相
談
機
能
と
し
て
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
生
活

上
の
相
談
窓
口
を
運
営
し

ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
不

十
分
で
あ
り
、
一
つ
ひ
と

つ
の
制
度
や
相
談
体
制
の

充
実
が
必
要
だ
と
、
私
は

昨
年
の
３
月
議
会
で
住
民

参
加
の
「
つ
な
が
り
」
だ

け
で
な
く
「
障
が
い
者
相

談
支
援
や
介
護
保
険
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
体
制
強
化
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
虐
待
対
応

を
行
う
職
員
、
福
祉
相
談

支
援
課
の
職
員
の
増
員
な

ど
、
関
係
機
関
全
体
の
強

化
が
必
要
だ
」
と
訴
え
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
人
的

体
制
の
強
化
、
相
談
機
能

の
充
実
を
求
め
て
い
き
た

い
で
す
。

地
域
住
民
か
ら

地
域
住
民
か
ら

﹁
ど
ん
な
施
設
が
で
き
る
の
？
﹂
の
声

﹁
ど
ん
な
施
設
が
で
き
る
の
？
﹂
の
声

　
高
槻
市
は
「
地
域
説
明
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
地
域
や
各
種

団
体
、
企
業
等
の
様
々
な
方
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
今
後
も
、
引
き
続
き
意
見
交
換
を

行
う
」
と
市
議
会
で
発
言
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
住
民
の
中
か
ら
は
「
ど
ん
な
施
設
が

で
き
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
の
声
が
あ

り
ま
す
。「
高
槻
市
に
説
明
し
て
欲
し
い
」
と

求
め
る
声
を
届
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（　　　　　　）図は一例であり、今後の設計等により
変更があります。
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日
本
の
教
育
予
算
の

水
準
（
公
教
育
費
の
対

G
D
P
比
）
は
O
E
C
D

諸
国
で
下
か
ら
二
番
目
、

O
E
C
D
平
均
の
７
割

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

結
果
、
世
界
に
例
が
な
い

よ
う
な
高
学
費
や
多
人
数

の
学
級
な
ど
、
日
本
の
教

育
条
件
は
劣
悪
で
す
。
そ

の
一
方
、
教
育
を
数
値
で

評
価
し
競
わ
せ
る
競
争

主
義
を
導
入
し
て
き
ま
し

た
。
国
連
・
子
ど
も
の
権

利
委
員
会
は
「
極
度
に
競

争
的
な
教
育
制
度
が
子
ど

も
に
発
達
の
障
害
を
も
た

ら
し
て
い
る
」
と
繰
り
返

し
指
摘
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
教
育
政
策
は
子
ど

も
に
と
っ
て
大
き
な
ス
ト

レ
ス
で
す
。
不
登
校
の
急

増
は
、
そ
の
あ
ら
わ
れ
で

国
の
教
育
政
策
見
直
し
が
必
要

国
の
教
育
政
策
見
直
し
が
必
要

２０２３年度の相談状況

高槻市の不登校児童・生徒数

不登校数

スクールカウンセラー（府費）
のべ相談人数 6,337人

157
（9.0）

122
（6.9）

241
（14.0）

307
（18.0）

335
（19.9）

242
（27.7）

210
（24.0）

329
（37.5）

407
（47.1）

474
（56.0）

スクールソーシャル
ワーカー

小学校

対象児童・生徒数

のべ支援件数

中学校
262件
129件
7,788件

B

A

小学校
2020年度2019年度 2021年度 2022年度 2023年度 2020年度2019年度 2021年度 2022年度 2023年度

中学校

※年間30日以上の欠席（　）は千人率

（人）

2019年度
2020年度
2021年度
2022年度
2023年度

６
４
16
19
22

17
８
18
33
32

12
22
29
38
52

18
34
59
51
64

29
39
58
79
71

40
50
61
87
94

65
66
95
107
114

77
86
112
142
179

68
90
122
158
181

中
1年 ２年 ３年

小
1年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

学年別不登校児童生徒数

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
競

争
と
管
理
を
加
速
さ
せ

た
安
倍
政
権
（
２
０
１
２

～
２
０
２
０
年
）
の
８
年

間
で
、
そ
れ
ま
で
横
ば
い

だ
っ
た
不
登
校
の
割
合
は

倍
増
し
ま
し
た
。

高
槻
市
は
３
月
議
会
に

不
登
校
支
援
員
増
員
な
ど
で
対
応

日
本
共
産
党
は

反
対
し
ま
し
た

不
登
校
の

低
学
年
化
進
む

　
小
中
学
校
の
「
校
内
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
教

室
に
入
り
づ
ら
い
子
ど
も

が
安
心
し
て
過
ご
し
、
段

階
的
に
教
室
へ
の
復
帰
を

目
指
す
た
め
の
支
援
の
場

で
す
。
校
内
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
は
教
員
、
不
登
校

支
援
員
で
連
携
し
て
運
営

し
て
い
ま
す
。

　

３
月
議
会
に
校
内
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
環
境

整
備
（
備
品
購
入
な
ど
）、

不
登
校
支
援
員
を
１
２
人

増
や
す
予
算
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

不
登
校
支
援
員
は
中
学
校

区
に
２
人
の
配
置
な
り
ま

す
。
私
は
不
登
校
の
子
ど

も
が
い
つ
で
も
校
内
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
に
い
け
る

体
制
に
す
る
た
め
に
も
、

「
不
登
校
支
援
員
は
小
中

学
校
の
全
校
に
配
置
す
る

こ
と
を
目
指
す
べ
き
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

高
槻
市
教
育
委
員
会

は
不
登
校
の
課
題
の
一
つ

に
「
不
登
校
者
数
の
小
学

校
低
学
年
段
階
か
ら
の
増

加
」を
あ
げ
て
い
ま
す（
学

年
別
不
登
校
児
童
生
徒
数

を
参
照
）。
授
業
や
宿
題

を
減
ら
す
、
学
校
そ
の
も

の
の
在
り
方
を
見
直
す
な

ど
学
校
現
場
で
の
子
ど
も

た
ち
の
負
担
を
軽
減
す
る

対
策
が
必
要
で
す
。
そ
し

て
、
一
人
ひ
と
り
を
丁
寧

に
育
て
る
た
め
に
少
人
数

学
級
を
進
め
、
教
職
員
の

長
時
間
労
働
の
解
消
が
必

要
で
す
。
教
育
環
境
の
充

実
を
こ
れ
か
ら
も
求
め
て

い
き
ま
す
。

高槻市に求めていること
●
不
登
校
児
童
生
徒
の
居
場
所
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
●
保
護
者
へ
の
相
談
支
援
、
経
済
的
支
援
の
充
実

●
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、
不
登
校
支
援
員
の
体
制
強
化

●
教
職
員
の
長
時
間
労
働
の
解
消

●
小
学
１
、２
年
生
で
３
０
人
学
級
の
実
施

な
ど

給
特
法
改
定
案
が
衆
院
通
過

給
特
法
改
定
案
が
衆
院
通
過

残
業
代
不
支
給
制
度
を
維
持

残
業
代
不
支
給
制
度
を
維
持

　
公
立
学
校
の
教
員
を
残

業
代
制
度
の
対
象
外
の
ま

ま
と
す
る
教
員
給
与
特
別

措
置
法
（
給
特
法
）
改
定

案
が
15
日
の
衆
院
本
会
議

で
、
自
民
、
公
明
、
立
民
、

維
新
、
国
民
民
主
な
ど
各

党
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
、

れ
い
わ
新
選
組
は
反
対
し

ま
し
た
。

　
改
定
案
は
、
残
業
代
不

支
給
制
度
を
維
持
し
た
ま

ま
、
月
給
の
４
％
を
支
給

す
る
教
職
調
整
額
を
10
％

ま
で
段
階
的
に
引
き
上
げ

る
と
し
て
い
ま
す
。
調
整

額
に
は
長
時
間
労
働
を
抑

制
す
る
効
果
は
あ
り
ま
せ

ん
。
改
定
案
に
は
、
教
職

員
の
序
列
化
や
階
層
化

を
進
め
、
学
校
現
場
を
分

断
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

「
主
務
教
諭
」
や
「
学
級

担
任
手
当
」
の
創
設
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
公
立
学

校
に
も
残
業
代
制
度
を
適

用
し
、
教
員
定
数
の
抜
本

増
で
正
規
教
員
を
増
や
す

よ
う
求
め
て
い
ま
す
。


